
事業イメージ

島原市IoT推進ラボ（しまばLabo） 長崎県島原市

 島原市
 島原商工会議所
 有明町商工会
 福岡工業大学
 ㈱ケーブルビジョン島原
 島原ソフトウェア㈱

事業の内容

参加プレイヤー

事業目的・概要

島原市IoT推進ラボは、IoTにかかる取り組みを通して、次世代を担
う人材育成及び地域への若い人材の還流を図るため、ビジネス分野に
おける取組を展開することを目的とする。

本市では民間プログラミングスクール、地域ICTクラブ、IoT企業への
職員派遣など、人材教育・交流分野での取り組みを先行して実施して
いる。また、本市の基幹産業である第一次産業、食料品製造業を
『「食べ」モノづくり産業』と位置付け、IoT関連企業との連携、技術導
入、ビジネスマッチングによる新たな産業創出により、所得向上、雇用
拡大を図る。

重要業績評価指標（KPI)

【平成35年度までに（5年間で）】

地元企業等のIT・IoT新規導入 10件

 IT・IoT関連企業誘致数・起業 3件

事務局

島原市

今後の展開

高等学校及び企業と連携し、人材教育・交流の強化を図る。また、
大学との連携、大学生のインターンシップ等、地域内における継続的
な人材育成支援を行う。

 セミナー等を通して事業者がIoT等の知識を習得することで、リテラ
シーの向上を図り、ヒアリング調査と技術・企業とのマッチングを行い、
IoT導入等による問題解決や効率化につなげ、ロールモデルとして展
開する。

 NBC情報システム㈱
 ㈱NTTドコモ九州支社
 ㈱CA Tech Kids
 ㈱島原観光ビューロー
 島原漁業協同組合
 島原雲仙農業協同組合 幸田町IoT推進ラボ  お互いのノウハウを共有

現在の取組 今後の取組

地域連携
姉妹都市

図形の色の意味・・・

ビジネス分野

「ジオアワビ」の陸上養殖実証実験(島原漁業協同組合×㈱ＮＴＴドコモ)
代表事例

 県立島原商業高校
 県立島原工業高校
 県立島原農業高校
 県立島原高校
 私立島原中央高校

NBC情報システム㈱

島原市（事務局）

窓口業務ＡＩ実証

㈱島原観光ビューロー

フィールド
提供

㈱ケーブルテレビジョン島原
㈱CA Tech Kids

島原城下プログラミング
スクール

福岡工業大学

課題解決型学習

市役所インターン

観光コンテンツのIT化

AIを用いた謎解きゲーム

観光振興・子育て支援

島原ソフトウェア㈱

地元IT企業の
地域貢献

講師派遣㈱CA Tech Kidsの教材・ノウハウ

コーディネート

「食べ」モノづくり産業
(事業者・企業・漁協・農協)

市内・外IoT関連企業

島原商工会議所
有明町商工会

ビジネス協創・マッチング

基幹産業

情報共有・連携

地域ＩＣＴクラブ （運営：島原地域ICTクラブ推進協議会）

島原市ＩｏＴ推進ラボ

IT・IoT企業研修派遣
㈱CA Tech Kids等

新たなビジネスの創出・IoTによる高効率化

フィールド
提供

島原商業高校
島原工業高校
島原農業高校
島原高校

島原中央高校

IoT学習活動

参画・連携

地方創生関係

人材教育・交流分野

 問題解決手段の提案 現場のデータを提供

参加プレーヤー

問題解決の場

地元高校

ビッグデータ活用

情報
提供


